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  令和 5年度 事業計画及び収支予算について 

Ⅰ 令和 5年度事業計画 

１ 基本方針 

近年、気候変動の影響等による集中豪雨等の頻発に伴う山腹崩壊や土石流、流

木、風倒木等により、多くの貴重な人命・財産が失われるなど甚大な被害が生じ

ている。 

また、コロナ禍で疲弊した地域経済を活性化するとともに、森林資源の循環利

用を通じた林業の成長産業化及び 2050 年カーボンニュートラルを見据えたグ

リーン成長の実現に向けた主伐後の着実な再造林や間伐等の森林整備、国産材

の安定供給等において基盤となる強靱で災害に強い林道等路網整備の一層の推

進が急務となっている。 

このため、引き続き「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」 

に基づく総合的な治山対策及び森林整備対策により、人命・財産の被害を防止・

最小化するとともに、林業・木材産業の持続的発展等による地域の活性化等を図

っていくため、これら施策の実現に必要な林野公共事業予算の安定的・持続的な

確保と拡充・強化が図られるよう、各都道県協（議）会並びに林業関係団体等と

連携しながら、要請活動等を展開する。 

 さらに、当協会会員が、森林土木工事の品質確保等これら林野公共事業の円滑

な実施を通じて、引き続き地域の安全・安心や森林・林業の基盤整備の担い手及

び地域の雇用の受皿として、働き方改革等にも対応しながら安定的に企業経営

を継続していくためには、厳しい施工条件下でも適正な利潤の確保がなされる

ことが重要である。 

このため、森林土木工事の現場実態を踏まえた適切な設計・積算や工期の設定、

施工時期の平準化、i-Construction の推進等生産性の向上等に向けて、林野庁、

都道県、関係団体等における取組とも連携しながら各種活動を進める。 

 

２ 活動計画 

活動に当たっては、各協（議）会の厳しい運営状況も踏まえ、経費の節減と効

率的な事業運営を図る。 

 

（１）定時総会 

協会の活動方針等を決定するため、6月に東京都内で開催する。令和 5年度

は協会の創立 40周年にあたることから、記念行事を併催する。 
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（２）正・副会長会議及び理事会 

  協会の円滑な運営に向けた活動方針等を討議するため、東京都内で原則 2回

（6月・1月）開催する。 

 

（３）常勤役員・事務局長等会議 

協会活動の円滑な実施に向けた情報交換を図るため、原則として 1月の正・

副会長会議及び理事会の開催後に行う。 

 

（４）表彰 

森林土木事業の発展、技術の向上、労働安全の確保等に功績のあった方々に

対して、各協（議）会からの推薦に基づき、表彰候補者の審査、表彰行事の開

催等を行う。 

 

（５）技術・労働委員会 

森林土木事業の適切な施工及び工事の品質の確保、働き方改革への対応を通

じた担い手の確保等に資するよう、各ブロックから提示された設計・積算や歩

掛等に関する改善要望事項についてとりまとめ、林野庁担当者との意見交換等

により、これらへの対応を要請するとともに、林野庁の見解を整理いただいた

上で、会員への情報提供を行う。 

森林土木事業における労働安全意識の向上と、国民各層の森林土木事業への

理解の醸成を図るため、労働安全ポスターを作成することとし、その原画とな

る写真を会員等から募集し、本委員会において審査、選考を行う。 

   

（６）森林土木総合技術研修 

会員の森林土木事業に係る技術の向上や労働安全の確保等を図るため、森林

土木総合技術研修（森林分野の CPD 及び土木施工管理分野の CPDS 対象学習プ

ログラムとして実施予定）について、研修内容の充実を図りながら企画・実施

する。 

また、地形、地質等地域ごとの多様な施工条件に応じた技術の向上等を図る

ため、各協（議） 会が実施する各種研修等の経費の一部を助成する。 

    

（７）「全森建」福祉共済事業 

「全森建」福祉共済事業については、平成 7 年の創設以来、労働災害時等の

負担軽減等会員の福利厚生の増進を図るため、その円滑な運営等に努めてきた

ところであるが、加入者の減少傾向が続いていることから、事業の安定的な維

持を図っていくため、各協（議）会の協力も得ながら、加入促進等に努める。 
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（８）広報・普及活動 

① 会報は引き続き季刊（原則として 5、8、10、1月）の発行とし、協会活 

動や森林土木事業に係る予算、設計・積算、技術向上等に関する情報、「地 

方協会だより」欄による各協（議）会の活動状況など、各協（議）会活動

に資する幅広い情報の提供を図る。 

② 予算、設計・積算、林野庁による各種調査、労働災害発生事例等災害防 

止に係る事項等について、メールにより迅速な情報提供を図る。 

③ 森林土木事業に係る労働安全意識の向上や国民各層の森林土木事業へ 

の理解の醸成を図るため、労働安全ポスター等の制作・配布等を行う。 

 ④ ICT 施工等新技術の活用による森林土木事業における生産性の向上等 

に係る情報収集及び普及活動に努める。 

 

（９）その他の活動 

① 中央での各種会議やブロック会議、地方協（議）会の総会等に積極的に 

参加し、中央並びに地域の諸情勢の把握や情報交換等を行うことにより、 

各種施策への反映に努める。 

② 関係行政機関との防災協定の締結、ボランティア活動等による地域社 

会の安全・安心等への貢献のあり方等について情報収集等を行うととも 

に、その普及を図る。 

  

                                以 上    

 

 

 



Ⅱ　令和５年度収支予算

１.

① 23,480,000 0 0 23,480,000

② 500,000 5,170,000 380,000 6,050,000

③ 23,000 3,000 0 26,000

24,003,000 5,173,000 380,000 29,556,000

２.

① 0 1,800,000 0 1,800,000

② 0 0 0 0

③ 15,205,000 3,375,000 285,000 18,865,000

④ 9,991,000 0 0 9,991,000

25,196,000 5,175,000 285,000 30,656,000

３. △ 1,193,000 △ 2,000 95,000 △ 1,100,000

１.

① 0 0 0 0

0 0 0 0

２.

① 335,000 0 0 335,000

335,000 0 0 335,000

３. △ 335,000 0 0 △ 335,000

１.

0 0 0 0

２.

0 0 0 0

３. 0 0 0 0

0 0 0 0

△ 1,528,000 △ 2,000 95,000 △ 1,435,000

23,119,392 11,297,697 4,785 34,421,874

21,591,392 11,295,697 99,785 32,986,874

令和５年度 収支予算 総括表

（令和５年４月１日～令和６年３月３１日）
（単位：円）

科　　　目 一般会計 特別会計
（福祉共済事業）

特別会計
（出版物事業）

合　　計

事 業 活 動 収 入 計

事 業 活 動 支 出

雑 収 入

事 業 収 入

Ⅰ 事 業 活 動 収 支 の 部

事 業 活 動 収 入

会 費 収 入

特 定 資 産 取 得 支 出

事 業 活 動 支 出 計

事 業 活 動 収 支 差 額

管 理 費 支 出

出 版 物 事 業 費 支 出

事 業 運 営 費 支 出

投 資 活 動 収 入 計

投 資 活 動 支 出

Ⅱ 投 資 活 動 収 支 の 部

投 資 活 動 収 入

特 定 資 産 取 崩 収 入

財 務 活 動 収 入 計

財 務 活 動 支 出

投 資 活 動 収 支 差 額

Ⅲ 財 務 活 動 収 支 の 部

投 資 活 動 支 出 計

次 期 繰 越 収 支 差 額

地 方 制 度 運 営 費 支 出

当 期 収 支 差 額

前 期 繰 越 収 支 差 額

Ⅳ 予 備 費 支 出

財 務 活 動 支 出 計

財 務 活 動 収 支 差 額

財 務 活 動 収 入


